
様式第１号

事 業 名

箇 所 名 市町村名 日南市

（上段( )書きは当初計画）

実 施 方 法

採択年度 再評価年度 完了予定年度

事業費 用地

事業効果(B/C) 対応方針原案

全 体 計 画

事 業 概 要

事 業 目 的

83% 100%

事業採択後１０年経過 3.7 継続

事 業 再 評 価 シ ー ト

社会資本整備総合交付金事業

H16

□補助 ■交付金 □県単

一般県道 益安平山線 平山工区

事 業 期 間
H25 H27

一般県道益安平山線は、日南市内の主要地方道日南高岡線との交差点から同市内の国道２２０号に至る
延長約２．５ｋｍの路線である。

本路線は、現在施工区間の東九州自動車道日南ＩＣの完成時には重要港湾油津港と当ＩＣを結ぶ、市街
地を迂回する最短のアクセス道路となる。

○対象事業の目的・必要性
・重要港湾油津港から東九州自動車道日南ＩＣへのアクセス機能の強化。
・本事業区間は日南市立東郷小中学校への通学路であり、歩行者の安全確保が必要。

○計画での位置づけ
第１次緊急輸送道路ネットワークに位置づけられている。

○事業を継続する必要性
本事業区間は、重要港湾油津港と東九州自動車道の日南ＩＣを結ぶ道路のうち、市街地を迂回する最短

のアクセス道路である。東九州自動車道 北郷～日南 がＨ２９年度に供用予定であり、今後の経済の活
性化や日南市内の交通ネットワークの向上を図るためにも、事業継続が必要である。

また、通学路となっていることから、早期に歩道を確保する必要がある。

・全体延長 L=1.9km
・道路幅員 W=6.5(15.0)m (2車線）

既投資額
（百万円）

進捗率（％）

対象選定理由

事 業 進 捗

再評価の概要

全体事業費
（百万円）

1,382 1,148



事業の進捗状況

社会情勢等の変化

事業効果の分析

コスト縮減

代替案の可能性

対応方針

継続

事業費ベースで８３％に達しており、残事業箇所は用地買収の完了したバイパス部であることから、路
線変更等の代替案は困難である。

○費用対効果
Ｂ/Ｃ＝３．７

○事業を継続することの事業効果分析
①東九州自動車道日南ＩＣと重要港湾油津港のアクセス強化
②第１次緊急輸送道路ネットワークの整備
③通学路の確保

特に無し。

○現在の進捗状況、整備効果の発現状況
平成２５年１２月現在、用地の取得率は１００％である。
また、現道拡幅部Ｌ＝１，０６０ｍについては部分供用済である。なお、バイパス部Ｌ＝８６０ｍの施

工を残すのみであり、早期の供用を目指し事業を進めている。

○今後の事業進捗の見込み
河川事業と調整を図りながら、バイパス部の改良、舗装を実施し、平成２７年度の完成を目指す。

○東九州自動車道の供用
東九州自動車道 北郷～日南間のＨ２９年度供用が予定されていることから、それまでの整備は必須で

ある。
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